


 

県民の皆様へ 

 

我が国は、世界に類を見ないスピードで高齢化が進んでおり、

およそ４人に１人が高齢者という、本格的な超高齢社会を迎えて

おります。本県においても、「団塊の世代」がすべて後期高齢者

となる平成 37（2025）年には、およそ３人に１人が高齢者になる

と見込まれています。 

こうした中、地域の活力を維持していくためには、高齢者が生

涯にわたり健康でいきいきと暮らしながら、培ってこられた豊か

な知識や経験を活かし、働くことや社会参加できる環境を整備す

ることがますます重要となってきております。 

また、認知症の高齢者をはじめ、高齢者の一人暮らしや高齢者夫婦のみの世帯も増加しており、医療や介

護が必要になった場合でも、自らの能力や社会資源を活用し、地域で支え合いながら、可能な限り住み慣れ

た地域で自分らしい生活を送ることができる「地域包括ケアシステム」の重要性が一層高まっています。 

このような中、平成 29（2017）年 6月に「地域包括ケアシステムの強化のための介護保険法等の一部を改

正する法律」が公布され、高齢者の自立支援・重度化防止に向けた取組の推進や医療・介護の更なる連携強

化、地域共生社会の実現に向けた取組の推進が明記されたところです。 

これらを踏まえ、県におきましては、平成 37（2025）年を見据えた「地域包括ケアシステムの深化・推進」

を目指し、平成 30（2018）年度からの３年間における県や市町が目指すべき高齢者支援施策の方向性を示す

ため、このたび「栃木県高齢者支援計画『はつらつプラン 21（七期計画）』」を策定いたしました。 

本計画では、「とちぎで暮らし、長生きしてよかった」と思える社会を実現することを基本目標に掲げ、

「介護予防・日常生活支援の推進」や「介護サービスの充実・強化」、「在宅医療・介護連携の推進」、「認

知症施策の推進」などの八つの柱を軸に、各施策を総合的・体系的に展開していくこととしております。 

この計画を着実に推進し、超高齢社会を明るく活力あるものとするため、高齢者の方々はもとより、地域

の皆様に主役となっていただき、ＮＰＯやボランティア、関係事業者及び団体、市町等と協働して各種施策

に積極的に取り組んで参りたいと考えておりますので、引き続き、皆様の御理解・御協力を賜りますようお

願いいたします。 

 

 

 

平成 30（2018）年３月    

               栃木県知事 福田富一 
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